
■2■ !Ⅲ'に村ⅢすろtMド にある力ら u■ 1(■ |■

とする た た, ■ ↓したよう と■2‐ !Wに tliまする

よい打お〔ⅢIらかり力たちモ■わ'[て, ると'と なら 1

2  1 1い1にtlは■るifh t相のある●1町1にある,1 l J‖

ⅢばⅢ■111 1 ,抑かうⅢⅢl,1にお1■にUオ とも,た ちる

草2 H t馬面 十,15に ■ 11

トレタiⅢ ■こ‖,ittし たtllデト,',り ■Mに

Ⅲに小班‖なビットを‖‖した ‖ケ1つ4位Ⅲモ 合 ,モ

“=コ4と しⅢⅢうて '一 イ情と■ら11ち■IW卜 と形成

イヽしiい る T2 ヽ ⅢⅢに対tす ろlrtHりヽろⅢMに

|コ中-23は■2 ■ ‖ならHiし た 小|十■A′■lTH

れ■iち ち 21と ,Ⅲ…Ⅲ llの“テiEにヽある 逆 (■ ■に

,‖ する「||こ‖方向の十行を旅Iわ1241L=llて いる

接 ■すに水」■こ4iる な 荘 Ⅲ力Ⅲこた■t■ ■十`ビ

'卜ない Pサ■ ますデ前ヤてある

判|―コ =T! た ■Ⅲ力ら|千″tしたものである コ

Ⅲlこコ● (Ft“■十忙=itてヽわ りt印■ホした,1こ“

川方iだあられることわ■ J日‖ Ⅲ liのサ),て(まと,,t

Fえ た '1耐 にユ大い押 rキ|モnを 1 Ⅲヽiliうi口,11'

うittⅢる 」ⅢⅢ人や卜市的(U式 ⅢⅢ,(||こユら■る!

うな'■ 市の■mⅢ十てまないわ争にとする

に12-11ユT3■ '1イⅢちⅢlにした い ,Ⅲ■● 接

ヤロ十である Jじ'し I■ t■ 111荘 H■[よ ttt IⅢⅢ市

小,1ていい IⅢ Ⅲ■=,11とした市な■ t!)J11に ■"J

和エトの■■と な lfl("!Hl力 ■■■れてIち  tttt

l卜の|イⅢⅢに よユせ■ Rヽ LI う〔忙者itている ま た だ十

ⅢⅢ ■Ⅲしている十 PiケヽⅢiと ,ヽテ 1刊ヤナ地■1↓てい

る

■12-11t卜「I I‖ う コヽ,にした 6ヽ,,Jヽ の1刊

'1て,)オ 」 れ'卜には■■モ す テ刊ヤⅢlL■1とている

,;''十ⅢⅢこはⅢtt irし 1 方(1し=,[モ14 山 hⅢ三十,

“F ム H!の"FにⅢⅢⅢあい t″し11にに ,■ⅢⅢi十

町1,にAる 打〔‖な'テわi地ヽ IIているかヽLれない

Ⅲlを-1, t r J  I , t十 ら‖ 卜した 卜|十■より加前

■■いろ ■ ‖夕IⅢ Ⅲl■■て ,■ J■Ⅲl位S l tていろ

加れ'卜に itt t t 4  1 R  I I '■L=″IてⅢる Ⅲ ⅢⅢよ■■

Iヤ  リt印。ⅢⅢ[b出 すⅢⅢ =■ ,卜 の十,ユ コIⅢ Ⅲ

ⅢⅢⅢ明にてコ|るコ|卜■ !ヽ)●いる

対2-21t T, ■,か ら“にした 卜|■,IAり |よ

〕"十と■ⅢⅢlと  キす‖口,こ2々の■■itヤおIⅢ Ⅲ

■,,卜方にⅢⅢⅢⅢのた糾■北,1〔 iにヽ ltiいる ヽ

Ⅲ■ざす|“=出サ=サ■なナ子111■モある

」12-,テ↓TI T情 ちらい にした IⅢ十'卜式の ,よ

コいていろ =ヤ うなi,■i!し てヽ中  ■ り■イ「■

‖ !よりに、お12■■1l tり に,に ⅢⅢu■ lR L)うf

忙されていち 末 山ユrit,ァ Ⅲャr trち

弥主時lt―古憶時代前切の=喜

■ 1 ■ Ⅲャ十コ“-1, ■ 2 お 1■ Fr ⅢⅢⅢllせ‖

■ にⅢ ⅢⅢF-1 ■ 2 ■ MⅢ■ 十ヽ コ 2 工 HⅢ ■

|-1-201 T! |'V 」 Ⅲ12-1-01 T, ● ‖

‖イヤIておⅢ 世 |IⅢlの11刊ヽまヽ |コtドリ!と|るお1 '

いにに出打市打あること"ら  判t41+十〔にJる IⅢセヤヽ

卜を

6  出 =遣 筋について

(1 1■ 霊

HEア時代の主需

l t ilW l! IⅢ W T2 1!M ■ 2 ⅢFに」Ⅲ

■|■ !い1 ■ |■ ⅢⅢl TJ ■ IH力 ⅢIせ■■‖ⅢⅢⅢ

Ⅲした 4や十rriコリfitの■しいとり あヽるわi その

″くま刑i“1ltにⅢⅢⅢ■の 上‖ 十■ある

IⅢ Ⅲ―Jよ「1 11■ゎ ⅢⅢ にした ‖ 理卜‖Ⅲ 本

‖|十f :トモ〔=41う と!ⅢⅢら ,ullる 1 キ前 ニユ

〕たのⅢ Ⅲl("れ紋が化ざれて力1 4付 ■t il■ ■

た |||に 対前にⅢⅢl(押 ■たti'Ⅲ却 う!ある ″:Ⅲi

は,■ と叫おイIモiる  l ⅢⅢまコいれ」い刊■モルム 小

'iいたち !ヤ )1!ヽこrr l`"か ■けて,■

に1-Ⅲ t卜「1 ■ いう■Ⅲ Ⅲした IⅢ Ⅲ■) にヽち十り

ユ‖う■町‖方Ⅲ,てのは■=!Ⅲ Ⅲ■る 2々 |コとイト定

さⅢちヽ 十IⅢす|すのt仲 =が h=れ てⅢ■Hlに 卜を

‖サ‖ ヽ 中″|ltしⅢl■の止■に■うコ iに あたると'た

ヽ ,Ⅲ Lていオ小 内 ,十“=t i ill■モあるう

Ⅲ,-21よ ■セ IⅢ Mからコ 上した ホ ,■A● Ⅲキヤ

」|十てある ■ (十■ こⅢ叫する 者 こよ Pt/tr Ⅲl.

■■ⅢⅢ tlrを ■■■,■ 2■の円に■わitユて't"

=■ 村 ⅢⅢ"■ イナれ↓■と114イ、う 内 高まJ,■ ,

■削■てある

い0-22`■ 2 ■ Wお らⅢIしt +tⅢ  ば 出Ⅲ

モ 'H‖によ■富■術■iti rち 在 Ⅲ力Ⅲこく̀ itるh,

P"!|て あ■う Ⅲ “11,■なす■前ヤt● み



(「Ⅲ2- 3～ 〕51 T3 0何  1ヽ12田18-25' ガ ら引生

Ⅲ代後町―■埼1■ft前Ⅲり に杵所山上した

Tl C偏  は |-1は ヽ-1期 に 均,"● 党のコ接

m"十である 日 苺上拓‖!す矩く工張 ヤ ⅢⅢ“il水にれ

iす なコ様‖!を形止している 「窓■|こは2々のい報丈

ナlrされていろ 」桜下‖打 よⅢ+下 工iな  内 す十冊と

もtiテ ll推 イト“に媒打lliしている

四7-1ま ■町の市イW悧 てある 卿 t刑 ば社合コ溝

■i■ し 上 ‖打が上方にrtti 4 抑 H,ま‖ いうjcよ

=れている Ⅲ イト而とも,テ 刊いてある

■2 Fい  い S-1ま  ヽI Ⅲl―ヽ1-1切 |ユ■|エ

ろ“↑日前
r"て ある に最上軸Hが拡ll lllltr “卜■

する●荘1 1 1は申Jい多々T“「北削■が並されているす

大〕分が, ア によってⅢ されている ● 苦 卜堀刊! は, , い

T 方 | , に' | く工J : している 内 すh “t も に, ア H ■ 夕|

W t t  r l ●H " i l l i している

ⅢI-2ま 1ヽ-l llにユられる枚台●培の■てある

にな■対‖■上方に■よ 4い  タト【iな 卜様竹にt,

デ川をおtlt tれている ナ テ‖しⅢlに多々十行た糾かlL

どれている可止tli tあな 夕|"部 コ 山 “●本刊はすテ

討イ に なT珊 れには,11■ している

即,一 |=古 批〕Ⅲlt iⅢ町にユ■,Iろ担●コな勾 tてあ

る L程 ■‖打が,とrl ⅢⅢⅢ“女味によヤするコ様‖

によ,デ 刊lrか肛さⅢしてぃる にいタコf軸HⅢま机方11に対

(■リセする ″〔而"刊  的 mま いすltも,■ tl■ に 輩

‖の内Ⅲヽ十にはに窓Hの ■‖に市ってⅢⅢ'テ 刊Ht,1

価されていろ

NⅢ
―“1まW  川 こ 1 1的 なル●になtr空てぁる

に|夕上出‖Ⅲ止原 ツトMす なに1ほ‖に また状文が地=2■

てtる  に ヤ■1軸‖ 工|,い下方 ,こ ■+止 旗する力て 形

般イししている ,1耐却mⅢますテ"lt  予 れに ませ"★iす

価ヽイtている 内 市に1女部―,Ft t t ,ア担セ 山 m却 刊

以 卜まい,り"じ てあろ

は,-5=ヽ 一,"に ■ら,■■"● 口:まりJ(あ る

」キ1上‖m″抑:張 ■ ヽ内k,t,“こtiす るコモ‖ tは

'″す叫 接打によみをみちl■る"茶のタス十イテれ探kが

術Ji■ている 山 ケト“とも=ナ,前 整ている

1言d― oはヽ-1ヽ 2期に,ち l■な■てある 「 苦 に

靴れが拡r に 立する日経tiに3茶の十行れ級|■打illuヽ

れていを ¬結 ド‖‖ まt(卜 Iす る 内 クト而とも,テ

出産tあ る

Eぶ -7よ ヽ-1-2町 に ち1的な表てある ● 本上

■Mわi拡H ヤ や内ねする」棲竹に34の 千行を純文が

ltヽれている コ 求 卜琳刑Ⅲよ知(■工する 山 イトいとも

,テ Il半てある

はヽ一Stヽ -1ヽ 2 WI〔―坐的な■てある ● 様■

対革″拡は ヽ ■山編する●稼‖に■1欠り十行た終■

す肛■ltている(■ 桜下‖均Ⅲまれ(ド Iす み ″ 市ヽり副

化 ま力mヽ 旧m“i,テ  ■ ヽに=社方|]の初モHの■力i

武る Ⅲ “の前セ ま●本和本■テ ユ ‖力fM方 Ⅲのぢ↓モ

ロ“ 十 ■ ■ 」以下t刷 モ■とHl,方ilt=,■ている

「ヽ一つまヽ -1川 に一Ⅲl的な切てある コ 様 トド‖

‖力Jとにし Ⅲ “する●干‖を形成している に 殺竹に

1よJ茶のJ練■が術どれている ■ Ⅲ頚刊1の“F iF減

しておリイ(WJ Ⅲ Ⅲiビ章打は,デ 机ヤtあ と

円U-10ま す¬様の型t● ら ヽ 十内↓,itttrl Ⅲ諄‖

オ■にい4く に ヤ☆‖ ユ1夕ヽ而とも,ア Hセ  Ⅲ Ⅲ(|―抑

叩Ji日 “末の刊■Iす 7う ●itる タトmに は操ポ付十して

いる 句 njl刊 ,ド ますい 仙‖である 11村 の形ほの班

ガヽ川以lf it時 代ⅢⅢりまモ作1す るとJわ れるす

●様出の円=!t↑  コ itt↓にヽ ″している市IⅢといったヽ

排から ヽ 期,■ のものとすに,,する

コ8-11はヽ川在+の =Ⅲ稼の鮮てあろう "い にキ

れわ1(フ,れ に″卜Fす る '十市おJな内何¬ほrrはナ子

」■ 内 m却 出メ ド=例ゥ刊半てある

四S-13■H川―■塩け代市町の室の加‖r● み 方i

れにあたり に 1■ま証方Ⅲ tr21町モ■のた 摘 市1 ■ヽ,t,こ

=なたイヽ■力Ⅲ亡さⅢlて,ち  一 方 十 ■■ヤ4と したll

方n try W Jモ出力f拒されていな 山 市はい,ゆコ1性てある

四|―にはに‖で ″卜m ll十よⅢⅢ Ⅲ後 ,デ  1“ り

前整t不 "rち る 【 而 ま判1鷲■ⅢJ"う1肛ヽ れたに ,

デ副rⅢイヤわitて( ちヽ

即,-12は村■■につく,じiて ある.核 台Iモ 百Jにし

ている

T2 口 言 J,-1ま ヽ一|,"t-111りな,1↑に縛

り■てある ● 本 Lお‖す工tt クトlr 夕|=す る ● 班

ⅢⅢしく 中 井mの ■‖ 机 性■は不叫t占 を に 様下

■Mに ■ 「軒獅 f方向にサF張するが ,は 1としている

「,-2は ヽ-3川 に一枕的な社合コ様の■であろ

」|すJ=‖打が■止 外 何L 口 :ま‖を形式している ●
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壊帝には蘭歯伏工其に工る多茶平行た擦文力航 され 下

半の一部は'テ 浦 されている。日線下弱部は形態イヒして

いるが 極 かに下垂している。外面顔布は,テ 調整 顔

部直下には左紳め下に頼く遼最刺突"輸 されているよう

である。内面の調整は日線部が,テ  事部以下は創りで

ある

図9-3は 室の肩部である。頚部t6案  '部 に54

の多茶平行た線文 姿 姿平行沈線文間に漉沢文が摘宙状

工果によってほされている。内面の調整は 顔 怖力地 ,ヽ

チデ調整 頚 部以下は湾↓うである。航文の特綾からV―

3期 ～■-1朗 頃のものではなかろうか

四 0-41ま V-3期 に一般的な枚合口権の蔑である。

日嬢上輔部力r拡張 外 碩 舛 反する日線荷に=被 貝販熊

部によるよ0姿の多集平行沈線文が離 れている。日擦下

輪部は競め下方向11拡張する。内外面ともナテ薄整であ

る。

四 0-Sは V-2～ S期 【tみ られる複合口縁の夏であ

る ● 権上軸部"拡 張 直 立する口態帝に憐箇状工具11

よる3姿 以上の多案平行洸擦文がlt=れ ている を お

口縁付上学部には,テ 油しか行 われている 舛 面顕部1=

,ア 轟睦 捜 方向に施された前を目の張郎が球 残る

内面口緑蔀はljり稔 ナ テ 醸 部以下はltり'1施されて

いる

□ 0-6は V-3期 に一般的な使合口様の立てある。

日機上鮒蔀オ拡張 直 立 外 反する日穣荷に櫛苗通 兵

に■る,4の 多奈平行江線文″施されている。日緑下弱

都は僅かに下基する。外面壌部および内面口離部は,ア

調整 内 面霞部以下は削 )調 整である。

口0-71ま V-2期 に一般的な複合口縁の受である。

日様と環赫 拡張 内 傾する口経常に櫛曽状工果に=る

的 多姿平行,除 文力ておされている。日腺下掲部1ま撞

かにT垂 するカコ俊 化している 外 面哀部および内面口

擦部は,デ 縞整 内 面額都以下 tlltり輌整である 内 面

白線部の一部には刷毛目の張弥力て残な。

図0-8は V-1期 に一般的な受である。日線上下靖

おFガ煩く拡張し 内 額する口態常を形成 している 口 揺

帝には,茶 の回線文″施されている。摩斌してお り 内

外面の調整は不明である

国0-9は V-1郷 に一被的な壷である 日 権上下掲

部が短く拡張 内 ほする日隷市を形成している。tl榛市

には3資の回線支打輸 されている。外面覇部の爾整はチ

ス 内面の綱整は不明である。外前日儀部―要部には媒

力付 著している。

図9-10は V-1規 に一般的な芝である。日緑上下鞘

紳 短く拡張 内 梅する0経 術を形成している。口擦帯

に,ま3姿の凹線文が施されている。外面騒蔀はチ,自 整

腕部工半は縦方向の用Jを目調整 内 面口穣St～要部直下

まではチデ激整 以 下は削り篇整である 外 面ttは煤が

付着している

図9-111ま v-1規 に一獲的な翌である コ 緑上下鞘

部が短く拡張 内 椋する日経術を形成している。口経常

に,ま3姿の回線文が施されている。外面および内面日様

部は,ア 調整 内 面頚部以下はnlり認整である。内面口

標蔀には一部に削りと劇老日の疲嚇"残 る 外 雨口憲下

難3hに沿って盗力H着 している。

図9-121ま V-1猫 に一控的な望である コ 緑上報部

が煙く拡表 内傾する日線市ど形成している。日態常に

は不明醸な凹線が24程 度施どれている。外面の自整は

顔部にナス 偏部上半に脱毛口が離 れている。内面の

調整は日擦蔀から域部直下1こ"iナて,テ  以 下fま削りで

ある。外面口穣Stには媒力H着 している。

酎9-13は V-1期 に一級的な整である 口 縁上下鞘

締 I須く拡張 外 反するH態 箭初 している。日爆常

は'ア が施されており無文である。舛面および内面日嬢

部―頚部は,テ 調整 内 面顔師以下1ま削り調摺を思われ

る。日醸効 内外面には4tt4F tをしている

図0-14は V-1期 に一般的な望である H態 上隈蛸

部,塩 く拡張 外 反する日揺常を形成している。日緩帝

はナデが紙どれており無文てある。舛面頚部―胴部 内

面口緩部は,テ  内 面顕部以下は削りと思われる

図9-lSt V-1期 に一般的な望である 力 型ヽの受で

外面には赤色顔料才茎布されている。内面日擦部にも鯨

れが壁■さl■ていた可能性″ある。日緑上下斡蔀は極短

く拡張しており 充 みのある祥文の日縁荷を形成してい

る。外面騒部は,デ 触整 続 部工半は用1を目 内 面日経

部から顕部にあヽ テて,テ調整 内 面叡蔀以下tま削りであ

な。 F

回0-16は 莞の茂葛である。外面はTま な,ア 調整

内面は制り絵 ナ テ調整あ駈 されている。外前には一面

に採"布 をしている

―

ク

ー



は,-17は ■:てある コ 溝 卜十 二↓“Fり ¬結1'打形成

され ,ヽ 14● 価r■ ■ユによをとみられる04■ 行

た漱が札さ,■ている 夕h“気革 =丁Ⅲ■,テ lllt ″〔布

川1相!亡」■よ1,サモロ 内 い日本‖ ますテ■ly ttm却 H"

Tは 01りまた ま,テ Tlkて trhる 罰 Hに よヽ ll前にタイL

お(施=工  ● 様竹およな夕|“にはオヽこ“i‖う(■11■2ェて

いる 卜1,レrl:とはヽ1町を迎して2め ら'卜ろうi r lす1, "【

,レ桜化して■ないこと"う ヽ- 1坤 のものと考えらl■る

|ヌ0 - い まV - 1 1 に ■ら|しる市4の い‖である コ

稼Jと|「ヽi t " !拡サ: 1 4 1 J iし や や″卜え |る単■の1:様1'

を,レにしている 山 す|“としに'ア コ■十ある

即,-1ゆti期 の市イて '‖ ―蜘‖の一冊てみる

'h“■T■ と,テ コH■ “ ‖ "ヽは ■〔い'テ 〕セ 側 ‖

Ⅲ“ まⅢけである タトnに ユ赤こⅢⅢⅢⅢ■まl■ている

四,-20ま i llのヽ イ師■である 」 Jtすと■に11■

られてヽゆ ■ ,な 仰m!を■つている 夕十“り〕と ます

テ 1市 |十 まIt ttb“丁Ⅲな,デ  下 ■は劇Ⅲてある

TO CE J12-1■ H-3期 に一nt"な社合に求

の生てある に 接■舟‖ガ拡は '卜lr す、Fす る●【落1'

にと性■世溝れによるとネられるu4市t後の夕4ヤ イヤ江

‖工ちf拒されている ま た linに ま=化 す慨 せれ =よ

る■:Tナ ⅢⅢ述抗ⅢⅢ央本地=タトている す卜而加H 内 市

ロモ‖は十テ刊昨 Ⅲ“rr品以下 よⅢj Ⅲてある

町12-2は イヽー2担 に一サ"た 世↑日本Ⅲ型てある

に,,上Hi■上方に拡" “ ヤする●【窓■=ヒ成している

にこま■|とま,そのr行 花糾=力f脩されて( るヽ に ヤま十対

のうよに よ形材十七していろ 内クト而とヽ|■ア前“て,な

」12-3ま ■-1,口 =一tt Ⅲ■立てある ● 様■Tお

‖かFJ(班Ⅲ lMし ●憩‖t形成している に なⅢⅢこ

ま|々の四線■力ilt iヽtている Ⅲ イトⅢとも|■ア前“

てある

●12-“ tヽ -l rrlこ 班 的な空てある 」繕上下郭

相が"く 拡い 内 “する日本付をレEしている ● なli

には3茶りⅢ部■すlLされている Ⅲ 舛nと もに,ア 煎

■ていち

は12-5に 'ヽりのキてあろう 煎 m`は,く Lャ し ¬

枝‖付uて クトにする 1'tmと もに,デ 科k ク トmに は

報方IⅢこれ=i■た¶サモロの■斬う氏る 致 価 巾れに■

に女"担 lAにlt t itた打14カ( みヽ ⅢJヂlt私 日にはヽ

条■すAち ltらこと力う ¶Jt日 と司 ■サヽ こよるⅢ↓チ

がイiら itろ

ロ ヨー|― pばk引 ,iてあ4 1ヽ H=平 kて  8の

と“にま師はよI■ によるjじヤルモ価 イヽとている 0の ″ト

“Hますデ誠平 山 市的 |り, ,テ rl lt 7り,卜面はナ

テ刊“ 1面 はい,,た  打lⅢナテ前と ,ユ イコ"てある

0まれい)lkt kmに ■‖と営‖ⅢⅢlけFtう」明妊に"

る

TS S層  "2-13は  ヽ2期 に,ら l■な松合●稼

の■てある ● 様■対ⅢIIは  '十Mす るに経liにJ4

の十i江 絡■加 L=″■ている コ 報¬f十ま■i印 Ⅲ 卜方

Ⅲ 机 Ⅲする Ⅲ Ⅲに ま̂ラ ■工■による1下 力f,の■

報‖↓チⅢ■しヽ 1[ている 4Ⅲ ■1高"【才しいわ( Ⅲ “Ⅲま

す■担ヤている

コ 2-卜 =ヽ -2,りに一投Ⅲな担合●率の主てある

●様 卜‖村力f,と, 夕 十“するに十争‖に前打■コモ■による

タス十■4親 文す価=れていろ ケト而Hm! 山 市「な刊

ますデ前ヤ 山 “却部】 ドt‖」けてある

田12-15ま T-2抑 に工られる枚合Ⅲ枝α)■てある

に融上期Hが 上方に拡" 正 二する日本,|に24り ■イT

た糾■わi拒されている ● 様 に苅出!の拡張 まllにのコ和

によって■■■l■iい たようだが 刑 聞tしている ″|い

および内市コ溝m!=,デ tl十 山 m"刑 ll卜は11りであ

ろ

T3 4‐ 層 は 12-lJまヽ-1担 1に一班的な空ている

L桟 ■下地」"“ (■ J: 内 “するに1本■を形成して,

, ,4り 世漱=お1指=れ ていな ″|"お よび内Π●挨

打 ますデコセ 内 mユ H以 下は市J"融 平てある ″|“に

は球ナ付■している

に 2-い まヽ 一!コ にユ■llな松ヽ「甘の■てある

コ様J!下軸‖"f工下になに 市 立,ち に機竹には14の

十行た絡ユがlL吉れている 内 外■とも,テ 剖ヤ Ⅲ 而

打れに一‖ ‖ 方Hlの打Jモロ■ちf武る 夕1而●様‖に ま

班" て■ヤしている(

に12-201ヽ -2期 にみらⅢ■ろ社合になの■ている

●本 1弥刊" 拡`" に Vす るコ様‖ 二1 24り ■行た

経kが 加これていな.に 様下対部のチコt l1 1:‖の岬古」

によってまサど|こていたにうたⅢ 刊 海している ,卜両

および山市¬態れま,テ 前を 内 m却 前"に は市1,て あ

る タト面に=媒ガイ」ヤしている.

J12-211ヽ 切tr2市4征 子れてまないかとJわ ″■る
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口16 出 土歓製品実刑□

「落和Ⅲよ“く上方|こ立ヽにがり 'Ⅲ ■■のに荘li tル

成している 外 “ⅢよびⅢ“●枝」は,デ 莉ヤ Ⅲ而煎

‖以¬=は11りてある

,12-セ2よ市の■4-Ⅲ 刊りは 十と■力l■なが ■ 打

の一H“ていか付iし ている 前 車にはおⅢl ■ヽ'tによる

とユ■'■オ多ネ平行社線Iう子忙されている 4■ ■よび

1“ rr tF iナ,融 平 山 而頌刊llにまilわtあ る 内 市

刊十′)4f位うら■川のものと考えらitる

四 2-坤 1ま■Hり ■のにい夕‖である タトHす る4F4女

いの■4すⅢに,24り ■明lr rJ円‖=ポ Ⅲしヽ 1している

内夕ⅢFと も十ア副ヤてあと

,12-24 25は kHて いる い すlLもヽ lkモ  タ十而に

ま椛方市の‖Jモ出rt,,,り 出 mユ 市!Ⅲ後に相1い'デ ユ

十がj伍さ'■ている 斉はk“ |こⅢl打モ“Iガ コいうれる

12〕=製 品

に出J■ と不明=L型市 1■わiⅢl卜した

■lEまTl■ :)Wあら,“ ―ゼ T2 江 ■せ‖山J

とう■口け -2 ■ J OW力 うに12-2が いlJIしてい

る いすれもlj10の■ftてある ● には'市理ユ=[ておⅢ

均セL=L‖とま!な つていな ど ちらわというと Ⅲ 工rt

i村 のい にに似`

不ⅢJ■型市t■ | ● ⅢうⅢⅢJ Iした い J」よlF型さ

llており 親 古て 堅 (止 言新■つている い 切 ま本切

である

( 3 )石 整

I蚊 3■ 中¬い-1-H) ス タレイアヽ-1■ 1口lS―

,)篠 ●+3'(口 15-11-12)う ■'■した

■雄 よ■1 3'う 'lH T2 ● W力 らlA T

2 ● から2■ ■ 2『 け ら3' TJ ● 吊から

】i ■ 3 0 隔 から2 ■ T Ⅲ O , か , 1 ■力`出 ト

した 五 "は ユIIイЩのものう` 7' ケ Ⅲ■桜のものが

1■てある (去1)■ 叫石夕の,十 よイ|て凹)と式て

'レどには' リ`エーションうfある 図 15-1 5  ク のJに

部にに'L(J吉■J 'ヽ ' (大って,, コ Zしも比にい,メ|い

コ13-l i = 7の 形〔をま大小の上いてあろう コ 15-

2よよりの設いイ “‖ている Fjは'ltしており1 明`冊

てある “Ⅲ取りう1 くヽ と し■■対てある 四15-|

|はないな求( `Lが rE右には,よ している J15-

|まケ山■理t lに一)にヽ 力ⅢLⅢ 末 “而り■‖付近Ⅲ

キ村刊■り刊HF而をAし てⅢる

スクレイ′`一 中コ11-0)ヒ Tを dO,か ヽⅢ■した

■町石rllて 上 十を大宮(久■1している 一 |コ溝(1幼い

"Hiti!十 ている よ 刊J:まitり込刊け近にtI文褒而力■

Ⅲ'を加しており す 2行 也Tの T忙 ■!】考えられる

体ri舟Jヽ ますて,■ てある Ⅲコ15-10～ 2)「 '

13'力 ,2■  T, ■ 町",お らⅢlにした さ115-11

11は表Xm,抑 材に'托 しており 10の下対‖にはほをす

よヽ帥赳f=る  コ 15-12は よ“す■ 「F ftしている

(4)鉄 鷺

ユ松ま2■ !HJし ている 知 16-1ま Tゼ  11'力 ら

Ⅲlにした位よのjrtt n tぁる ユ 作り“r忙Jヽ ぁるお【

"打 tFlま "■ 1■ていとい ● 111-2ま TI 神 「状せ

‖ⅢH」JⅢか'Ⅲl■した^ラ 1ル jF理‖ ●ぁる 先 州‖は

地りまうな形1えをしているうf "J!よ ⅢIまⅢ=″iていな

い また といには本,す( 1■している

7 ま とめ

tlLま でナ本"けし【て まi班 印 (航t ll心としたたⅢⅢ

湖在ナイi方に 車 大■,い や何 'lit助 跡ⅢⅢとllのと代

!打ほすなように4ヤするJ 江ヽ■碓卍t itている また

IⅢ ⅢⅢI存■に,笙六仕E嬌のコ“Ⅲl■■によって  1,刑

取“の4知 :■によって‖止どl■ない,社の■にかrl ttf

tLしていたことち■'|ら力■こなっているヽ

方 こ うした居仕h近 辿 IⅢら↑市の状況について
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口17 =ト レツチの雄務対応口係模式田

t本 けな■"千夕Ⅲ ttt "1川 内イ郁 J Llitt

FⅢtⅢ明担0な r tiじ、すち、44こ メ 」コⅢlt Xり行〕̀

をrj4と した机frを■化することにした そ の新J  ヽ十

成 “イビ ユ 価した ■ 本ⅢⅢu【 1にと1 1 5 。

1を初てる命Ⅲうと札■J(と するわコスお対lill↑ては

一iFtlトレン!て h■ け十t,期 ヽPiいいイt市中のビット

Tを ‖科したⅢ 駈 ■n“なl14にととまるため 潤 ■■

■つ|1体ににま■lt t=,い う` こ うした111■成」1のキ

対す‖1いナ1叶ヤ‖の■itり Jら,1二十なうえて「メ■t

i4 |々「めて■ることは1 うまでもな(

きて い lⅢ■,お1前■て ユナ」HⅢ地にとオ木‖コⅢし■

を村Ⅲ‖||にⅢガ所の トレン,!1たたした ,ド  イ ト

レン,て “ⅢしたせlL“の,1はをⅢⅢⅢな力てら 神J■i

米りiと 'と する

1)担 ■,lFt

il T2 T,て 料t文いflに題るJJ‖“を‖″した

■1 ■ 2 JI‖FI ■, Ⅲ 2■机"はモイェiれ T2

0 , t  r 1 1 ょするケJ ヽ, M に世われt いる ■ 2  ■Ⅲ

小 らは刊文いlt佐州Ⅲ■り11,小 A■ ヤめ ■■にしてお Ⅲ

■1 ■ 2 JI‖Ⅲ ■ , Ⅲ 2■航のイ"〕IⅢをホ1,i

るものと!わ れる

なお ,11の 仙I【 "■ した刊■■■り大夕比 よ卜|,

■式 トヤ10他 けてltえら,オ ものて,る お` 一 札に」,い

A―柏Ⅲ【B式 (1↓■)に JⅢうちものtあ 4つ て ,

コⅢⅢⅢあら仏ⅢⅢ■ =力“ナて町乱Ⅲ■■11 1JⅢな行われ

ていた可花1■tあ らう

なお ″ 本i性 の1ヒ刑を打t■ち,和 lr担にユ純■い

1 世ヽ切う`■1し ていろ tり  ■ をよttるア本よ大神,■

如力らま喘ヶ舛式 1析をⅢl■とする″抑ⅢⅢ■―Ⅲ本の■

‖"■,■してお, ■ の 1″にPし■lⅢlt後刊の1 4ヽ r jィ

ltわiうかよわ″■る ,10次 を対れ●地 まナ木よ人|けL町

がヽl httH内にあり 凱 在地“辺力ti4下 り■,の■市

“ユに行まれていることよUイ″[にくない,

力 T2 年 ,世航Ⅲ■lJ'■mHこ形成されてⅢⅢ

けHの ffたモさる,J切を■iL=い コ,に世″つれている

tiい,Lこある01M打〔ヽ|-lJを に日どとする■■|てあろか

ら ,V=つ いてま科せ■11+tに刊ⅢA以 |I N中|に■る

||IⅢⅢ古tツたると″力`あち しかし "“ 世批Ⅲに落t

し末より■■4あ るの( 中し■けイミのうと|‖■てあなど4

+L,lifい なⅢ 「 1 ■ 1■机mi Tを  ぉ 5,L‖

ⅢにHい すとⅢたJも ある

Jに  tl i,ビ"Jとによ純■|"t花眈ⅢⅢ世航Ⅲお1●

せ物せiい方,■することう■明●力■ことった オ木叱Ⅲ

也斬Ⅲ和■'11(の■川( イム●坊てあったことI[it

=("“ ユti 中 じ(1け| のヽ存とし六と■,れる■■かタ

Ir Hコ■1■てヽること,ち もう"カヤ,イせる力て 今 IJのⅢl

it ilri■ 式 「‖本まとまって“,tしておけ と りは

いに小担世なtrl経ぅ.イFl:■な可↑し‖"iある 大 Ⅲ Ⅲ ltlし

“ !ま■1lⅢ Ⅲ 2“ て村成者itる小Wllかつ,町 的な

あⅢ■をホ■1l Ⅲ〔“よ-1,,■ ■,は り■“断がJ■に

ヤ十F辿に■1し てヽⅢ‐ ■ 木叱Ⅲけとい =も こ りよう

な■4切tのイ打tを̀ thすべ=てあろう

Tセ 外 1■‖加てJl i交期のJ ビヽットJ十をk"と 、

」世祉市を班うコ,■■のいtit iヽ-1中|●に村力i也

↑されている方ら ヽ一||■を卜」■とⅢると‖miセッぇ

ⅢⅢせ■1■■口0■2,21 ●Ⅲ lti“ 的■|」せIJ (■ 4■ ■1的●い「JⅢ ⅢⅢヽ 4■ Ⅲ・li「J!!)

OFヽ を■ にJ OVFrl,2, ●Ⅲ34+Ⅲ 的●い 0〕 ●■ドをlⅢ Ⅲ●いJナう Ⅲ ⅢⅢ4■ Ⅲ●F,‖ サ"

ⅢFi bとに1に 0■R913 ヽ
一
　

一

O t  i l力」ヽ 4■
1 1どiVFrl,31
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られる。また ,3に よ ■ 2 第 4避格面に相当する

遭穂而を航秘てきない方' ■ 2 0目 にすにするO口 が

■2 9専 に対応する9層 上に4積 していうこと力ら

o痛 上面に■2 第 “道結mに 対比T忙 な述布高力て存在

することが予想言れる。

なお T2 8隔 に1ま多くの避勅ガ包合言れておけ

れ積下位うちはV-1加 の■帯 上 半力らはV-1-V

-3加 の■村オ出上する 工 群は小片が多数を占めてお

り 2次 的な粧融と考えrlれる。お4世村面にある小ビ

ットおも不規則なおり方としているのて ■ 2ま培tL取

り,心 というようも 標 担部にオB当すると埴脱=れ る

■お ■ 1 年 1遣nt面1まT2 第 4避れ面と対はする

可化にもうな。

3)W'明 ―キ技時代前別

T2 第 0世縦伍と第2避把而て当該期の1 ビヽット碑

を積出した 第 3避構mを なう0掲 F化 の社校にはV'ロ

ーV‖ の十器が包合どれており V"を T限 とする避析

面と考えられる ま た 0用 上12には古猶lllt前期のi

器も混ぎるので 第 2遺継而|ま市墳時代前期に降る世椛

mて あると推刑J=れ る。なお ① 吊中 こヽ合まれる工盗ば

小片が夕( 2次 的なl ltFであると考えられな ま た

「t遺祉面にある力ヽビット辞も不規月」なあり方をしており

,2 第 4述統面向様に居■妓り縁辺部に相当すち可能

lt″高いようにgゎ れる

4)古 墳時代中"ll降

古演時代Ⅲ rr,1この社積には ■ 1 0口  T2 0

屁-0吊  T3 0' T4 0口 あ【ある。これらまい

ずれも近現Itの妊柿て 古 塩時代中期以焼 近 取代に至

み回の切frな現:薇t秘 められない状況にある ま た T

2部分には里め 段 けられていたようて ■ 2 第 1な

秘面では口里道研 n面とみられるWヒ 面とほ濡とみられ

る‖棋逝れを確稼した。また 第 0次発掴調査ては古墳

〕序代中サロゆ=器 も出=し ておりい J本  こ うした時期

の推Ijう'あつてし,る 本きたが い すれのトレンチにお

いてもそれメ判淋としない ll前  調 査地回辺は畑地と

して利‖されており 里 道の磁正や舶地の同墾1こlfう十

地の改宏によリ キ 墳時代Ⅲ別よltrの壮績オ央われてい

な可能性ち'うちう。

5)課 題

第1次発週調査要木山地Fr 4産の1し制に設定したTS

て 平 而形″格 子状を三す■触境の進格を柾認した。現

状て ま4raど 如り得ないが 奏 木」地区4区 かrl続く効千

生時代後切―古墳時代前期に管まれた居4t線が T4も

含めた範囲11広力1つているとネ性が高い ま た 要 木晩

山迂跡では こ のような地形にある居在域の様子ナ判公

としないこともあり 平 成16年度の互'通 室として T

I 「 4周 辺を調査の打車とする計面である.

また 本 調この基本隔序とした■2は 平 担な旭形が

西へ下が りおttる 地 形のい射変換 Fヽ分 1打彗する こ

こで ま 静 宮崎イt前期以前のJl積メ巨打“状態て紹めら

れた そ こて 剤 文時ftから古墳時代前切り環境を積討

するたttの綱料をして =理 を採生じ 花 務および楢筋

と酸になど様化石分析を実施した。引さ縦き 平 成16年

度に計回していな工点細■のいでも 古 4jt複 元を担4tF

に入れた自体科■分析を継歳し 資 干|を秘tFIRする必要が

ある 平 成17年度1こ千↓行を計画している要木ば地区の前

査棟告て ま rT木 Ⅲ地区で行ってきた一連の言環境に四

わる自体科半分析成果を結摘 し 来 務をとりま(安 硯に

ついて検討を行いたい

6R□屯彦 河 合章行 示 井和代)

It

l)Tl ■ 2向担てFったヽ一リン″糾ヤ( 印 “下れt D″

と●ろに大Ⅲム江任EVと すた,●こ火Ⅲ天り肛前を確セしてい

,

2)、口IE-2伽3「草水に回工所に'する駈=時代4″Fり■元J

■距電 「I末配Dd庫 崎如口=所■1:細抑 211,1は環tユ市資Hす

J)れ合■,2口"「I木Ⅲ電ピ企れの内を紙記再■―ユ末Dt回述

断す0次コi―J5町 頼 「r末1班口近所,lmmiT充 ■取2o口1

■取“ヤ容●資

4)mttFH癌 ,的o「望本法末お置麟J““F弘ヽ文イtM H

I)“ ロモ酸 0フ 的 座り鞭イ時代在呵 に 鳴の4ヽ一人ⅢⅢⅢ江

を,■ t―J「=ど,才 i一カレJ4苺 ニエー1ナイエンス■

6 )古1 , ) こH r
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打凹 ■ ,■ヽ■Ⅲり“に正■に■●■る
Ⅲ■■■ よトレン,お よ4u‖ 名tiす
●料村即対すヽ7ヽ まコ増コ|を電■した
よⅢⅢこついて え ,イ政元による‖定化 よ | |て iし た

い■ 社 ににつⅢて よ以下のようtt,tTい る
1 十ヽ 打 ― t ,■ Hl-2 均 1-3  立 氏 ■ ■-l A▼ -2

[仙 よ「和Fは ■ ■■せ碑的 による

と製品

衰 6 鶴 宝ユ経観察衰

1

タ

|

1

j

章 3

“「 ■ ,ま■■い01「田子,!洵 ●する
1■ せ 4=ト レン■■メJtは 名=■ ■
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なhiとつiて  4イ hiど 承を,↓した
は■ 付 正について ;以下Flイうなれ,iⅢ Ⅲみ
情上 F-1 ヽ ヽ均Ⅲ 2 れ ―1  正 止 肛 “-1

石群

l f「は ■ ,は■IⅢのイ「2■ ,tす にする
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3 ■ ■ [ついて 7H trll t i車をヽ した
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